
　　　　　　

　　　　　▼令和 7 年度利用登録団体アンケート　
集計結果は 3 月中旬

あすぴあホームページで公開予定。
▼市民活動団体データ集 『むすぶ』 は　　　

3 月下旬配布予定。
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あすぴあホームページ

あすぴあ主催のイベント報告
◆第 3回パワーアップ講座    11/30　12/7

「人が集まる！　未来へつながる団体づくり」

　２回連続講座を開催し、延べ 22 名が参加しまし
た。団体の情報発信のやり方（媒体や展開先）と、
それで求めているボランティア（新規入会者）が
得られているか、そしてそのボランティアが継続
する上で大切なことなどについて講義とグループ
ワークで学びました。アンケートで、参加者にとっ
て考えるきっかけになったり気づきを得られたこ
とがわかりました。

◆第２回市民活動交流サロン

阪神淡路大震災から 31 年 「話してみよう防災
のこと　聞いてみよう地域の声」              1/17

　
「防災とボランティア
の日」である 1 月 17
日に、市内で防災につ
いて考えている市民活
動家の話しを聞いて、
地震災害が発生した際
の行動を事前に考え、

備えておくことの大切さを理解し、市民が出来る
災害時の活動について話し合うことが出来ました。
サロン当日は、12 名が参加しました。ゲストは、
小平市女性のつどい代表の森野やよいさん、NPO
法人小平井戸の会理事長の金子尚史さん、こだい
ら災害ボランティアセンターサポーターズ（こだ
いら SVCｓ）代表の成田司さんが、市内での防災関
連の市民活動や被災地での活動経験について話を
され、参加者を交えたサロンでは、活発な意見交
換の場となりました。

本文は主に UD フォントを
使っています。

『13歳からのまちづくり』　
　岡田知弘・監修　　かもがわ出版・発行
   

　　　　　　　　

あすぴあの書架から　　　　　　　　　

　地方自治を切り口に、生活や町の課題を独自の
工夫で解決している全国各地のまちづくり事例を
紹介した一冊。
　本書に登場する事例からは、少子高齢化、過疎化、
財源不足、大災害…　新聞やニュース、教科書で
目にするさまざまな社会課題が、「別世界の出来事」
ではなく、自分たちの暮らしと同じ地平で起きて
いることが実感できる。そして、「こんなちっぽけ
な私にも、生活や未来のためにできることがある
のだ」と、そっと背中を押してくれる。
　将来の自分や社会について真剣に考え始める 13
歳という多感な時期だからこそ、そのメッセージ
はより深く響くだろう。
　私たち一人ひとりが、自分の人生を舵取りし、
民主的で持続可能な社会の創り手である。よりよ
く暮らすために、身近な生活課題を自分ごととし
て捉え、さらに社会や世界へと視野を広げてくれ
る本書は、教科書以上に「教科書らしい」。
　地方自治の力を活かした、キラっと輝くまちづ
くりの事例には、自分の生活や人生を輝かせるヒ
ントが詰まっている。
　実は、個人的な困りごとは社会の困りごととつ
ながっており、社会の困りごとはまた個人の困り
ごとへと戻ってくる。だからこそ、もっと暮らし
やすくするために、何ができるのかを考えていき
たい。

　「地方自治って、こういう
ことか」。13 歳はもちろん、
大人にとっての学び直しに
もおすすめしたい一冊。　  
（Ｆ）

メルマガの申込みは
ホームページから


